





































Production of a lesson of the morality which faces the children’s heart






























































































































① ② ③ ④ ⑤
あったかいね ○ ○ △
大切なものはなんですか ○ △ ○ ○ ○
生きる力をありがとう ○ ○ ○ ○
はしのうえのおおかみ ○ ○ ○ ○
おばあちゃんの指定席 ○ ○ ○ ○
手品師 ○ ○ ○
かぼちゃのつる ○ ○ ○
水飲み場 ○ ○ ○ ○
これもチェーンメール ○ ○ ○ ○
図１
①　感動を覚えるもの
②　人間の弱さに向き合うもの
③　生死の問題
④　日常生活を振り返るもの
⑤　葛藤があるもの
○は当てはまる。　△は当てはまることもある。
①〜⑤の要件のうち，できるだけ多くの要件を含んだ
資料が，子どもに出合わせるものとして適切である。
３．価値との「出合い」
　価値の多様化，個人主義，自由の尊重などという言
葉があふれ，保護者の考え方も様々である。
　また，学校現場には，価値の押しつけは間違ってい
るという考え方もある。この考え方は，かつての修身
の指導や，軍国主義の時代に教育の方向が偏向して
いったことを危惧する考えから来ているものと考え
る。
　実際，表１に示すように，修身教科書における「日
の丸」や「君が代」に関した説話は，第４期，第５期
に増している。そして，それらの説話数の約半数が海
外での戦争遂行に絡めて語られるというように，質的
にも変化をとげ，海外での戦争を遂行するための修身
教育として実行されたことを示唆しているのである。
表１　修身教科書における日の丸・君が代の説話数
　このことがあまりにも強烈に多くの教師の心に浸透
していったからだろうか。道徳の時間は実施されても
授業者によって取り扱われる価値に偏りが見られるこ
とがあった。
　しかし，日本は，戦後，民主主義の考え方が道徳教
育のよりどころとなっている。
　小学校学習指導要領昭和33年改訂の道徳教育におけ
る「目標」と「指導計画作成および指導上の留意事
項」においては，「人間尊重の精神，個性豊かな文化
の創造，民主的な国家および社会の発展，平和的な国
際社会に貢献できる日本人を育成，児童に関する資料
の収集整理，家庭・地域社会と連絡，生活・時事問
題も取り入れ指導計画を弾力的に，児童の自主性を尊
重，話し合い，説話，読み物，視聴覚，劇，実践活
動，発達段階，個人差に応じた指導，評定はしない」
という文言が並んでいる。50年後の学習指導要領と大
差ないのである。社会情勢や経済状況，児童を取り巻
く環境に変化があるものの，50年間基本方針は変わら
ずに受け継がれてきたのである。
　そして，現行の小学校学習指導要領　第１章　総則 
第１　教育課程編成の一般方針　２には，「道徳教育
は，教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根
本精神に基づき，人間尊重の精神と生命に対する畏
敬の念を家庭，学校，その他社会における具体的な生
活の中に生かし，豊かな心をもち，伝統と文化を尊重
し，それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛し，個
性豊かな文化の創造を図るとともに，公共の精神を尊
び，民主的な社会及び国家の発展に努め，他国を尊重
し，国際社会の平和と発展や環境の保全に貢献し未来
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を拓く主体性のある日本人を育成するため，その基盤
としての道徳性を養うことを目標とする。」とある。
　このことから，「指導計画の作成と内容の取扱い」
通りの実践の重要性を認識し，内容項目の価値をすべ
て取り上げる意義が納得できる。そして，A小学校の
場合であれば，「生命尊重」 と「思いやり」「規範意識」
を学校教育活動全体と関係づけて，道徳の時間には，
複数回実践するのである。
　では，「生命尊重」の価値をどのように子どもに出
合わせるのか。第３学年の「大切なものはなんですか」
の実践から考えてみる。
【内容項目】 生命の尊さを知り，生命のあるものを大
切にする。
【展開の大要】
発問「みなさんの大切なものはなんですか。」
児童「 ゲーム，おもちゃ，飼っているペット，昆虫」
発問「 このお話では，大切なものは何だと言っていま
すか。」
児童「 コガネムシはお金」「アリは食べ物」「カブトム
シは体」「カタツムリは自分の家」「トンボは勉
強」「アゲハチョウはもっと大切なもの」
発問「 アゲハチョウが考えたもっと大切なものは何で
すか。」
児童「命・生きていること」
【授業の実際】
発問「みなさんの大切なものはなんですか。」
児童「家族，命，水」
発問「なぜですか」
児童「ないと困る」
発問「 みなさんが考えたことと，アゲハチョウが思っ
たことは同じでしたね。これからも命を大切に
しましょう。」
　極端な例だが，道徳の時間ということで，子どもは
構えてしまう。授業者も「命を大切にしよう」という
ことしか考えていなかった資料分析の浅さを痛感した
のである。
【改善案】
発問「 一番大切なものは何ですか？理由も言いましょ
う。」 
児童「 家族。わけは，いないと困るからです。」
　　「 なくなったら戻らないから，命です。」
　　「 水です。無いと，生きていけないからです。」 
　　「お金です。無いと，物が買えないからです。」 
発問「 大切っていうから，どんなに大切にしています
か？」
児童「 家族を大切というのは，助けたりすることで
す。」「お手伝いをしたりしている。」「風邪をひ
いたら，ごはんを作っている」 「いやなことが
あったら，話を聞いてくれる。」
「 命を大切にするって…けがをしない・人をけら
ない」
「 水を大切にするって…無駄遣いしない，よごさ
ない」
「お金を大切にするって…ものを大事にする」
発問「 みんなは，大切といっているけれど，ほんとは
大切じゃないでしょう。みんなのしていること
を見たら大切にしているように見えないけれ
ど。」
発問「 アゲハチョウが考えたもっと大切なものは何で
すか？」「モンシロチョウのお母さんはなぜ，
いつまでもいつまでも飛んでいたのでしょう。」
児童「命・生きていること」
「 モンシロチョウのお母さんの気持ちを考えた
ら，命の大切さがわかる」
「なくなったら，もう会えない。何もできない。」
「お母さんの愛情がこめられている。」 
「なくなったら，家族が悲しむ・さびしがる。」 
「次の命が生まれない・続かない。」 
発問「セミは何を考えたでしょう。」
児童「 セミ（私）は，長い間土の中にいて，外に出て
も２〜３日で死んでしまう。命なんてすぐにな
くなるから，大切かどうかわからなかったが，
モンシロチョウのお母さんのようすを聞くと，
大切にしなくてはいけないと思った。」
「 セミ（私）は，命が大切と思っていたけれど，
本当は大切にしていなくて，アゲハチョウの話
から考えて，命を本当に大切にしようと思いま
した。命がなくなるとモンシロチョウのように
いつまでもお母さんがかなしむからです。命が
なくなると，さびしくなるし，次の命へ続かな
いからです。」
　ここでの，価値との出会いは，「みんなは，大切と
言っているけれど，本当は大切じゃないでしょう。み
んなのしていることを見たら大切とは思えないけれ
ど。」 と切り返すことで子どもは気づかされるのであ
る。「大切」「大切」と口では言うけれど，行動が伴っ
ていない現実に目を向けさせる。　
　また，命の大切さについては，元に戻らないという
だけでなく，次の命が生まれない，続かないという考
えに出合わせ，命の意味にも気付かせることが大切。
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　子どもの意見として，出させることが一番だが，無
理ならば，「こんな考え方をした人もいるのよ」「先生
はこう思うのよ」と紹介する方法もある。
　この実践から，価値との出合わせ方のポイントとし
て，次の３点が明らかになった。
　① 子どもに出合わせたい価値・考え方を明らかにし
ておく。
　② 価値に関する子どもの状況を知る。（発達段階・背
景） 
　③ 授業の中で子どもの実態に向き合わせる場面を考
える。（切り返し）
４．道徳的判断との「出合い」
　道徳の授業参観をすると，展開の中で，子どもが自
分の考えを述べる場面がある。多くの授業の場合，学
習集団によって構成される考えを，授業者がまとめる
という光景を見かける。授業者がこの判断・考え方を
子どもに出合わせようというねらいが見られないこと
がある。授業者自身，「押し付け」はいけないと考えて
最初から学習集団に委ねることもあるようだ。
　子どもに様々な意見を出させ，「いろんな意見があ
りますね」で終わってしまう授業があるが，それでは
不十分である。
　指導すべき「内容項目」が学習指導要領に明示され
ている以上，価値につながる判断や考え方を押し付け
ではなく，指導する必要があると考える。
　第４学年「おばあちゃんの指定席」の資料を通した
「思いやり」の価値の授業実践から道徳的判断との出
合いについて考える。
【内容項目】 相手のことを思いやり，進んで親切にす
る。
【展開の大要】
発問「 ゆう子はどうして『今日も，おばあちゃんに会
えるかな…』と思っているのだろう。」
児童「 席を譲れて気持ちがいい。」「仲良くなれて嬉し
い。」「おばあちゃんが喜んでくれる顔が見た
い。」
発問「 ゆう子はおじさんに席を譲ったでしょうか。」
児童（譲る）
「足を怪我した人の方が優先だと思うから」
「おばあちゃんもわかってくれると思うから」
　　 （譲らない）
「おばあちゃんが悲しむから」
「おばあちゃんのことを裏切る気がするから」
　上記の児童の発言は，指導案の「予想される児童の
発言」に記述されている。教材研究の結果，児童の発
言を予想したのである。しかし，その予想は児童の発
言の域を超えない場合が多い。
　コールバーグの道徳的判断の基準に基づけば，ここ
までは考えさせたい，或いは気づかせたい考え・判断
や，予想される発言をもれなく挙げることができる。
表２は，発問「ゆう子はおじさんに席を譲ったでしょ
うか。」に対する予想される児童の発言である。
表２　＊ゆう子はおじさんに席を譲ったでしょうか。
席を譲る 席を譲らない
罰回避 ・おばあちゃんもわかっ
てくれる
・おじさんがかわいそう
・ まわりの人から冷たい
目で見られる
・ おばあちゃんに「約束
を破った」と言われる
から
・おばあちゃんが悲しむ
・おばあちゃんに叱られ
る
・ おばあちゃんが立って
しまうことになるので，
譲れない
Give and 
take
・おじさんが喜んでくれ
るから
・ 足を怪我した人が優先
・足を怪我した人のほう
が大変だから
・譲らなかったら後悔す
る
・ おじさんが嫌な気持ち
になる
・ おばあちゃんの悲し
む顔を見たくないから
（おばあちゃんに喜ん
でもらいたい）
・おばあちゃんを裏切る
気がする
・ 約束を守りたい
よい子 ・ まわりの人が譲るべき
と考えるから
・ おばあちゃんにかわれ
るくらいなら，おじさ
んにもかわるだろう
・まわりの人にほめられ
る
・ 困っている人に席を譲
るのが正しいと社会の
人は思っている
・ まわりのみんなに，お
ばあちゃんに席を譲る
ことがわかってもらえ
るから
法律順守 ・ 体の不自由な人に席を
代わるように車内に書
いてあるから
・ おじさんに席を譲った
ことをおばあちゃんは
喜んでくれるから
・ おばあちゃんとの約束
が大事だから
・ おばあちゃんとの約束
をまわりの人が理解し
てくれる
・ 高齢者に席を譲ろうと
していることをわかっ
てもらえる
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【コールバーグの道徳的判断基準】
第１段階　
　懲罰と服従の段階･･･罰回避
第２段階　
　個人的道具的目的と交換の段階…Give	and	take
第３段階　
　共同の間　人格的期待，関係，同調の段階…よい子
第４段階　
　社会システムと良心の保持の段階…法律順守
　その上で，コールバーグの道徳的判断基準の第３段
階（よい子）の考えまでは，気付かせたいというねら
いを設定するのである。そして，それに近い考えの子
どもに発言を求めたり，授業者の説話の中に盛り込ん
だりして，めあてとする道徳的判断に出合わせるので
ある。
　指導案には，コールバーグの道徳的判断基準の下位
のものから挙げ，子どもの意見の発表の順番にも留意
したい。そのためには，授業者の頭の中では道徳的判
断基準の下位から順に整理されていなければならな
い。そして，何より，この考えを子どもに出合わせた
いと考える授業者の姿勢が必要なのである。
　また，意見を述べる際には，理由を付することを習
慣づけさせる。「発話は，一連の『理由』に基づいてい
る」というハーバーマスのコミュニケーション理論に
あるように，子どもの意見もそれぞれの「理由」で裏
付されている。ただ，子どもは，自分自身で自覚して
いなかったり，適切な言語表現ができなかったりする
場合がある。そのところを具体的にするのが授業者の
仕事である。また，日頃から，「理由」を吟味する児童
を育てておく必要がある。
５．おわりに
　
　資料や価値との「出合い」の積み重ねが，子どもに
とっては学びであり成長につながる。時には子どもの
人生を左右することもある。年間指導計画に記載され
ているからとか，副読本にあるからという理由で授業
をするというのではなく，この子どもたちにこの資料
をこの価値をこんな風に出合わせ，こんな力を付けた
いということを明確にして授業実践する必要がある。
そのためには，子ども理解と資料分析が何よりも重要
なのである。
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